
　

交通案内
●大阪モノレール「万博記念公園駅」･「公園東口駅」下車、徒歩約15分。
●阪急茨木市駅・ＪＲ茨木駅から近鉄バスで「万博記念公園駅（エキスポシティ前）」「日本庭園前」
下車、徒歩約13分。
●乗用車は、公園内の ｢日本庭園前駐車場｣（有料）から徒歩約5分。「日本庭園前ゲート」横にある
民博専用通行口をお通りください。
●タクシーは、万博記念公園 ｢日本庭園前駐車場｣ まで乗り入れできます。

編集後記

　貴金属はもとより装飾品に興味がないため、ビーズに触ったの

は、小学校低学年くらいが最後かもしれない。そのためビーズと

いうと、子ども（とくに女の子）のおもちゃという印象しかなかっ

た。本号のビーズ特集はそうした小生の長年にわたる偏った思い

込みを正してくれた。特集をとおして読んで驚かされるのは、細

工の精巧さと地域ごとのビーズの素材と使用法の多様性である。

かつての恋人からもらったビーズ細工を結婚後も誇らしく首に飾

るご婦人の心境というのは、まだまだ尻の青い小生にはなかなか

にはかりがたい。またそうしたさまざまな違いがあるにもかかわ

らず、ビーズが交換財として幅広く使用されているという事実は、

まことに興味深い。

　まもなく開催される開館40周年記念特別展「ビーズ――つなぐ・

かざる・みせる」をみながら、これまで知らなかったビーズの魅

力を学びつつ、人類における位置づけを考えてみたい。

　なお本号で執筆して頂いた須藤健一館長と塚田誠之教授は、こ

の3月をもって退職となる。みんぱくのスタッフも時とともに変

わってゆくが、『月刊みんぱく』は、みんぱくと人とをつなぐ媒体

としてあり続けたいと思う。（丹羽典生）
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次号の予告
特集

新館長就任インタビュー

●表紙：巨大な首飾りを誇らしげに身につけるサンブルの娘。ガラスビーズ製の首
飾りは 16キロもある。　ケニア　撮影・中村香子
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